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まえかき

いわゆる確率 統計的理論或は手法なるものの歴史は古くそ
の存在は今では科学工学の諸分野に及んでいます。確率統計
理論かかくのことく重用される理由は、それかさまさまな現
象や問題を記述するのに比較的適切な共通基礎言語と枠組み
を提供してきたからに他なりませんか、(その長い歴史からみ
れは)最近の事柄としてそれらの理論を実際の運用面て支え
る計算機の出現にあることも無視することはてきません。計
算機の機能向上と普及に著しいものかある昨今これらの理論
かその重要性を更に増していくことは想像に難くありません
し、そうした環境か理論そのものの性格へも大きな影響を与
えて行くてあろうと考えられます。

短;期共同研究集会「確率 i数値解析に於ける諸問題」(1993
年 6月 1日一 4日)は、こうした情勢を踏まえて、確率統計
理論と i数値解析 (広い意味ての)の双方に関わる一一切の研究
を対象としその現状と問題点について意見交換を行うことを
目的として開かれました。これはその講演記録集てす。・…一・・一・…tL応
の中心テーマとして今回は「確率微分方程式の数値解析」を
掲げましたか予想以上に多くの参加、講演申込かあり、講演
の記録はほほ発表順に掲載されていますか、それらは内容に
応して次の 4つの部分に分けることか出来ます (1)確率
微分方程式の数値解析、(2)乱数理論の現状と検討、(3)
モンテカルロ法についての話題、(4)確率解析、計算基礎
理論等についての話題。

世話人の力量の及はぬところも多々有り、研究会か上記の主
旨にふさわしく運営されたか否かは少々ころもとないのてす
か、こうした試みか理論発展の為の環境作りの一助となるこ
とを期待するものてす。
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